


















































































〔句意〕千鳥や雁とともに、漁師の子たちも泳いでいる。〔付合〕①前句が浦辺の紅葉を詠んだ に着目し、②紅葉と連想関係 ある雁を想起しながら、その時分の浦 見られそうな光景を探り、③千鳥や雁が泳ぎ、海士の子もまた泳ぐとした。〔備考〕 「千鳥」は、チドリ科の鳥と特定すれば冬 季詞 多数の鳥をさす一般語と見れば雑の扱いに り、詩歌に詠まれた千鳥がそのいずれになるかの分別は難しい。ここは発句 合わせて秋季たるべきと ろであるから、後者と見ておく。 「雁金」は「雁が音」に同じく、本来は雁の鳴き声をさし、転じて雁そのものをさすことも多く、諸書 九月 扱い。多くはマガンをさし、 日本には秋に渡来し、 湖沼や湾など 群生し 、 春に北方へ帰る。 「海士」は海や湖で漁業に従事する人で、 「浦」とは密接な連想関係にある。その子どもであるから、水の冷たさには慣れていて、秋の終わりころでも平然と泳ぐとしたものか。 「紅葉」と「雁」は連想関係（ 『類船集』に「紅葉→雁」 「雁→紅葉」 ） 。 「海士」は「浦 苫屋 からの連想（そこ は謡曲「松風」 詞章が介在しているかもしれない）であると同時に、 成語「天津雁金」から「天」










































































































〔付合〕①前句を芳順なる風流人が好人物を集めての振舞 見換え、②気のよい人を集めての茶会を想定しつつ、そこから見える気持ち よい景観 何かと探り、③薄霞がたなびき、茶室の入口からは富士 見える し 。〔備考〕 「瓦焼口」は未詳。 「瓦焼」は瓦を焼くこ であ から、その窯の燃やし口をさすと う考え方も、一応はありえよう。しかし、それでは前句とのつながりが説明できず、 ここは「火灯口（瓦灯口） 」 こ かと推察される「火灯口」は家の壁などに設ける火灯形（上が狭く下が広がった方形） 出入り口のことで、とくに茶室の出入り口をいう場合が多い。


































































































































































































〔句意〕猿が鳴いて今年は降り年であるという神の告げを伝える。〔付合〕①前句の身なりを潔斎の一環と見て、②民の困窮を救おうと修行者が神意を伺う場面を想定し、③神の使いである猿が鳴いて、旱魃 救 降り年になることを告げるとした。〔備考〕 「降
リ
年」は未詳ながら、雨がよく降る年のことであろう。 「啼猿」

















〔句意〕早乙女たちは御製歌に節を付けて早歌にしている。〔付合〕①前句から豊年の約束といったことを感じ取り、②そのことを信じて田植に精を出すさまを想像し、そこ は神意にもつなが 何か特殊な要素があるはずと考え、③ の早歌は御製 たものであるとした。〔備考〕 「早乙女」は田植えをする少女ら ことで、本来は田 神に奉仕する特定の女性をさしたとされる。 「早歌」は中世歌謡 ある宴曲の別称で少し速い拍子で演じたこ による命名。ここはテンポよく歌われる田植歌をさすとおぼしく、 「早歌」の語の選択には、 「早乙女」の「早」からの連想も





























































〔句意〕立ったままの姿勢で飛ぶ鳥や雲・水などを描いている。〔付合〕①前句を日光社参の際の出来事と見換え、②気ままな要求をす のはお付きの絵師であろうと考え、そ 人 作画 様子 想像して、③立ったまま飛鳥・雲水を描いている した。〔備考〕徳川の歴代将軍は家康の命日（四月十七日）に東照宮 参拝 習いがあり、その様子を描いた社参図が多く残る で、画家 同行していたと見られる。 「図
ス
」は絵に描くこと。 「飛鳥」には音読符、 「雲水」には訓読





























































































しようと考え、③燃えるような石榴の花を清らかな月光が照らすと た。〔備考〕 「きよめ」は「清め」で、 「清影」は清らかな月光をさ 語。ここは













































































































〔句意〕藤からしたたる露を鷹に飲ませて飼い育てるこ である。〔付合〕①前句を武士など上流階級 花見 見込み ②そうした人の屋敷には藤や鷹小屋があると想像し、③藤の 露を与え 鷹を飼う だと た。〔備考〕 「藤の下露」は藤の枝葉からしたたり落ちる露のことで、 「藤」は諸書に三月の扱い。 「飼ふ 動物に餌や水を与えるこ で、さら はそて飼育することも意味する語。前句を上級武士 行為と見て、鷹狩のための鷹が飼育され 、その邸内 様子を描いたものと見られる。　
以上の分析から、次の二つのことが指摘できる。一つは、前句のことでは




























































はなしてつくべし」 （ 『去来抄』 ）という 芭蕉が元禄期に追究した付合手法は、想像力の駆使と詞を選び抜く努力を不可欠とするもの あ た。蕉門内でもその理解・実践にはばらつきがあったのである ら、これを俳壇全般に求めること自体が、そもそも無理ということ かもしれない。　
結局、当該歌仙だけを俎上に乗せて見るならば、心付が主流であることは











用される も、句想にあたって同字を積極的に使っ いうことな あろう。 〈江口→尼崎→尼〉という連想によった名オ９・
10、 〈笠→早乙女・唐人〉
の連想による名オ３・４など、発想が詞 基づくこ を示す付合 枚挙にいとまがないし、 「篝は炭に月も宵闇」 （初ウ６）のように 「篝火→月遅き夜」（ 『類船集』 ）の付合語を句作にそのまま かし かと見られる例もある。やはり、この連衆にとって、付ける際の何よりの手がかりは詞だっ のでありそれを少し広げて言えば、作者たちはとくに①→②の過程で知識 頼 た発想をしがちなのであった、 いうことになる。　
そして、ここでさらに問題とすべきは、そのような場合、②→③の過程で
ひねりが加えられることは稀少で、ただその発想に依拠した句作になりがちだということである。 『平家物語』 取材した「安徳の入水滓の綾錦」 （初ウ５）などがその典型例で、安徳入水の件を思 つい こと 満足し そ に何らかの改変や工夫が入ることはなく、ただ故事そのまま 句 終わっている。周知の通り、芭蕉晩年の連句で 、句作段階で思 切っ 捨象や独特の具象化が目立ち、故事・古歌等 踏まえる際にも独自な発想の冴えが見られたのであり、無倫・不角らと 懸隔はここに認められなければならない。は、蕉風 は詞に頼らない疎句の付合が志向されていた点も、この連衆に無縁のことであったのだろうか。た えば、 「雪獅子の風にをのれを吹破
リ
／酒の諫を生酔のいふ」 （名オ７／８） 場合、 「雪→酌酒」 「諫→酒宴」 （ 『類船集』 ）といっ 連想語の介在はあるにしても、二句間の距離は大きく、前句から離れた付句となってい ことに間違いはない。しか 、その句 どう
